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1章 数の世界のひろがり

1節 数の見方  2節 正の数，負の数

p.3-4  Step 2

（1）66=2*3*11 （2）100=22*52

（3）360=23*32*5

小さい素数で順にわっていきます。

（1）　2 6

11

6

3 33

g
g
　　　（2）　2 1 0

2 0

5

0

5

5 25

g
g
g

　　　（3）　2 0

2 1 0

2 0

3 5

3 5

5

36

8

9

4

1

g
g
g
g
g

（1）最大公約数 9 最小公倍数 90

（2）最大公約数 14 最小公倍数 168

素因数分解を利用して求めます。最大公約

数は共通な素因数の積，最小公倍数は共通な素因数

と残りの素因数の積です。

（1）18=2*3*3，45=3*3*5

（2）42=2*3*7，56=2*2*2*7

（1）-500m　 （2）+20本
反対向きの性質をもった数量は，一方を+，

他方を-を使って表すことができます。

（1）-8.3　 （2） 1
5

+

0より大きい数は正の符号，0より小さい数

は負の符号を使います。

正の数 , ,.2
4
1

0 2
3
2

+ + +

負の数 , , .
4
1

5 0 8- - -

0より大きい数は正の数，0より小さい数は

負の数です。0は正の数でも負の数でもないことに注

意します。

11

解き方

2

解き方

23

解き方

424

解き方

5

解き方

A-6 B-0.5または
2
1

-

C+2 D+5V.5または 5
2
1

+ ，
2
11

+

数直線の目もりは，0を中心に左側は 0.5ずつ

小さくなっていき，右側は 0.5ずつ大きくなっています。

点 B，Dが表す数は，小数または分数で表します。

正の数は，0に対応する点である原点から右

側，負の数は原点から左側の位置になります。+2.5

の位置は+2の点よりさらに 0.5右側で， .
2
3

1 5- =-

は，-1の点よりさらに 0.5左側の位置になります。

-2，-1，0，+1，+2

絶対値が 2.5である数は，+2.5と-2.5です。

よって，-2.5 より大きく，+2.5 より小さい整数と

いうことになります。0も整数にふくまれることに注

意します。

大きい順 , , , , ,

,

. .

.

20 4
5
2

0 1 0 0 5

3 5 6

+ + + + -

- -

絶対値が最も大きい数+20

正の数は負の数よりも大きいです。負の数

は絶対値が大きいものほど小さくなることに注意し

ます。絶対値は+，-の符号をはずして比べます。

（1）> （2）< （3）>

（4）< （5）> （6）<

基本は，負の数<0<正の数です。正の数

どうしでは，絶対値が大きいものほど大きく，負の数

どうしでは，絶対値が大きいものほど小さくなります。

（4）（6）通分するとわかりやすくなります。

　（4）　
6
3

- と
6
2

- 　　（6）　
6
4

+ と
6
5

+

（5）小数でそろえて比べるとわかりやすくなります。

6

解き方

7 3
2

-6 -5 -4 -3 -2 -1 +1 +2 +3 +4 +5 +60

-4 +2.5 +5-

解き方

8

解き方

9

解き方

10

解き方
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3節 加法，減法  4節 乗法，除法

5節 正の数，負の数の利用

p.6-9  Step 2

（1）+11 （2）+13

（3）-11 （4）-8

（5）-1.5 （6）-7.6

（7）
24
5

-  （8）
4
3

-

2つの数の加法で，異符号の計算のときは，

符号をまちがえないように注意します。

（7）
8
1

3
1

24
3

24
8

+ + - = + + -c c c cm m m m

24
5

=-

（1）0 （2）+1 （3）+18

まず，正の数と負の数に分けて順序を変え

ると，計算しやすくなります。

（3）　(-15)+(+25)+(-4)+(+12)

={(+25)+(+12)}+{(-15)+(-4)}

=(+37)+(-19)

=+18

（1）+9 （2）+5 （3）-8

（4）-15 （5）-8 （6）+0.6

すべて加法になおして計算します。

（2）(-5)-(-10) =(-5)+(+10) 

=+5

（1）-1 （2）-17 （3）-3

（4）+8 （5）-15 （6）0

加法だけの式になおして計算する方法と，

項の和とみて計算する方法があります。項の和とみ

て計算する場合は，同じ符号の項を集め，同じ符号

の項を加えます。

（6）
10
1

5
2

10
3

10
1

10
3

5
2

- - - = + -c m

10
4

5
2

= -

5
2

5
2

= -

=0

1

解き方

2

解き方

3

解き方

4

解き方

（1）-6 （2）+60

（3）-330 （4）-9

（5）0 （6）
35
6

+

2つの数の乗法では，同符号の場合は正の符

号を，異符号の場合は負の符号をつけます。

（6）
7
3

5
2

7 5
3 2

35
6

#
#
#

- - =+ =+c c cm m m

（1）+108 （2）-60

（3）-42 （4）+27

答えの符号に注意します。いくつかの数の

積では，次のきまりがあります。

負の数の個数が偶数個のとき→+（正の符号）

負の数の個数が奇数個のとき→-（負の符号）

（1）～（4）の負の数の個数は，それぞれ，（1）2個，（2）1個，

（3）3個，（4）4個となっています。

（1）49 （2）16

（3）-144 （4）
27
1

-

（2）～（4）かっこがつくときの累乗の計算には，

注意が必要です。

（3）(-3)2*(-42) =9*(-16) 

=-144

（4）
3
1

3
1

3
1

3
13

# #- = - - -c c c cm m m m

3 3 3
1
# #

=-c m

27
1

=-

（1）-6 （2）-2 （3）+8

（4）0 （5）-1 （6）
4
1

-

2つの数の除法では，2つの数の符号が，

・同符号→絶対値の商に，正の符号をつけます。

・異符号→絶対値の商に，負の符号をつけます。

（4）0/□=0になります。

（6）除法を分数の形で表して計算すると，

5 20
20
5

'+ - =
-
+

] ]g g

4
1

=-

5

解き方

6

解き方

7

解き方

8

解き方
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（1）
3
7

 （2）
8
1

-

（3）
3
10

-  （4）
7
5

2つの数の積が 1であるとき，一方の数を他

方の数の逆数といいます。

（3），（4）は次のように変えて考えます。

　（3）　 .0 3
10
3

- =- 　　　（4）　1
5
2

5
7

=

（1）7 （2）-25

（3）-10 （4）-6

（5）-4 （6）
4
7

乗法と除法の混じった式では，乗法だけの

式になおして計算します（わる数の逆数をかけます）。

符号のまちがいにも注意します。

（3）（5）累乗を先に計算します。

（5）108 9
3
1

108 81
3
12' ' ' '- - = -] c cg m m

108
81
1

3# #= -] g

=-4

（1）-12 （2）-42

（3）-19 （4）-19

（5）-128 （6）
3
2

（7）21 （8）79

四則の混じった式では，計算順序が大切で

す。1累乗・かっこの中→2乗法・除法→3加法・

減法の順に計算します。

（1）0にどんな数をかけても，積は 0です。

（5）　12*(-9)-22*5

=12*(-9)-4*5

=-108-20=-128

（7）　{1-(-7)}*2-(-15)/3

=8*2-(-15)/3

=16-(-5)=21

（8）　3*(-9)+{-(-5)*20-(-6)}

=3*(-9)+{-(-100)-(-6)}

=-27+106

=79

9

解き方

10

解き方

11

解き方

（1）-5 （2）8

分配法則を使って計算します。

・a*(b+c)=a*b+a*c

（1） 12
4
3

3
1

12
4
3

12
3
1

# # #- - =- + - -c ] cm g m

=-9+4=-5

（2）
7
4

3
7
4

7
4

3 1717# # #- + - = - + --c c ] c ]m m g m g" ,

7
4

14 8#= - - =c ]m g

ア，ウ
自然数とは，正の整数のことです。

○-□，○/□は自然数でない場合もあります。

たとえば，○が 1，□が 2とすると，

　○-□=1-2=-1

　○/□=1/2=
2
1

となり，自然数以外の数になってしまいます。

（1）73点 （2）88点
（3）58点 （4）72点

（1）65点から基準点をひいたものが-8点な

ので，基準点は，

65-(-8)=65+8=73（点）

（2）一番高い得点は，Cの得点です。（1）で基準点が 73

点とわかったので，次のように求めることができま

す。

73+15=88（点）

（3）一番低い得点は，Hの得点です。（2）と同様に，次

のように求めます。

73+(-15)=73-15=58（点）

（4）まず，基準点をひいた差の平均を求めます。

{(-9)+(+6)+(+15)+(-8)+(-2)+0

+(+4)+(-15)+(+7)+(-8)}/10=-1（点）

基準点に，上で求めた差の平均を加えると平均点に

なります。10人の平均点は，

73+(-1)=72（点）

なお，基準点をもとに 10人の得点を求めてから，平

均点を計算することもできます。その場合には，下

の式になります。

(64+79+88+65+71+73+77+58+80+65)/10

=720/10=72（点）

12

解き方

13

解き方

14

解き方
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p.10-11  Step 3

（1）540=22*33*5　
（2）最大公約数 4　最小公倍数 140

（1）自然数　（2）-7年　（3）+4　-4　（4）2

（1）-6<4　（2）-1.6<-1.06<1

（1）+7　（2）
5
1

- 　（3）0.02　（4）-8

（1）-3　（2）+13　（3）-16　（4）-73

（1）48　（2）-9　（3）-72　（4）12　（5）-6

（6）
7
2

（1）23　（2）-1　（3）
9
1 　（4）9

（1）35個　（2）123個

解き方

（1）小さい素数で順にわっていき，結果

は累乗を使って表します。

（2）最大公約数は共通な素因数の積です。

　 20=2*2*5

　 28=2*2　  *7　  

 　　　2*2　　　=4

最小公倍数は共通な素因数と残りの素因数の積で

す。

　 20=2*2*5

　 28=2*2　  *7　　　

 　　　2*2*5*7=140

（3）正の数と負の数の 2つあります。

（4）0.5を
2
1 に変えて，分母と分子を入れかえます。

（2）-1.06 と-1.6 が負の数です。-1.6 のほうが

絶対値が大きいので，小さい数になります。

（2）負の数で最も大きい数は，負の数のなかで絶対

値が一番小さい数のことです。

加法と減法の混じった式では，加法だけの式にな

おしたり，項の和とみることで計算することがで

きます。

（4）44-91+2-28 =44+2-91-28 

=46-119 

=-73

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 540

2 270

3 135

3 45

3 15

5

g
g
g
g
g

2

3

4

5

乗法と除法の混じった式では，除法を乗法になお

し，乗法だけの式にして計算します。

（3）累乗を先に計算します。

（4）16 6 8 16 6
8
1

# ' # #- - = - -] ] ] cg g g m

=12

（5） 3 9
6
1

9
9
1

62' ' # #- - = -] c ]g m g

=-6

四則の混じった式では，計算の順序に気をつけま

す。

1.累乗やかっこがあれば，それらを先に計算しま

す。

2.加法・減法より，乗法・除法を先に計算します。

（2）8-9/3-6=8-3-6=-1

（4）　-22+{-(-6)*9-41}

=-4+{-(-54)-41}

=-4+13

=9

（1）売上数が最も多かった日は金曜日，最も少な

かった日は水曜日です。金曜日の売上数から水曜

日の売上数をひけばよいので，

　+23-(-12) =23+12 

=35（個）

（2）基準のお弁当の売上数 120個をひいた差の平均

を求めます。

　{(+9)+(+3)+(-12)+(-8)+(+23)}/5

=15/5

=3（個）

基準としている 120個に，求めた差の平均を加え

ると売上数の平均となります。

　120+3=123（個）

また，別の方法として，基準をもとに 5日間の売

上数を求めてから，1日あたりの平均を求めるこ

ともできます。その場合には，

　(129+123+108+112+143)/5

=615/5

=123（個）

となります。

6

7

8
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2章 文字と式

1節 文字と式

p.13-14  Step 2

（1）120*a+90*b（円）
（2）(a+b)/2（cm）
（3）a*3+b（kg）
（4）x/a（時間）

文字を使った式も，数字と同じように考え

て式を立てます。

（1）チョコレートの代金…120*a（円）

ガムの代金…90*b（円）

（3）総重量=（荷物の重さ）+（体重）

（1）-ay （2） x y
5
2

- +] g

（3）-6ab2 （4）
x y3
16
-

（5）a
b
3

+  （6） a bc
7

- -

（7） x
9
5

-  （8） y
x

4
5

2

+

符号をまちがえないようにしましょう。

（4）(3x-y) は 1 つのまとまりと考えて，分数の形に

します。かっことかける数がないときは，かっこを

省きます。

（6）a c b
a

bc
a
bc7

7 7
' #- - =

-
- =- -] g

（8）x x y
x

y
5
1

4
5

4
2

# # #+ = +

x y
5
1

42+ としてもよいです。

（1）-2*x*x*y （2）a*b/3

（3）(4*a+b)/5 （4）6*x-8/y

（5）a*a-c/(3-b)

（6）5*b/(a*a) （または 5*b/a/a）
答えを書いたあと，記号*，/を使わない

で表して，問題と合うか確認しましょう。

（6）5*b/a*a とすると，記号*，/を使わないで

書くと，
a
ab5 となるのでまちがいです。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

（1）6a+2b（円）

（2）0.07x（円）（または x
100
7 （円））

（3）10x+y

（4） a
5
100

- （m） （または 500-a（cm））

（5）時速 x
3
（km）

（1）a*6+b*2=6a+2b（円）

（2）0.07を分数
100
7 で表して，

. .x x x x0 07 0 07
100
7

100
7

# #= = = （円）

としてもよいです。

（3）具体的な数で考えるとわかりやすいです。たとえ

ば，64は 10*6+4と表せます。

（4）1cmは
100
1

1
100
1

# = （m）より， a
5
100

- （m）

または，5mは 500cmだから，500-a（cm）

（5）速さ=（道のり）/（時間）より，x x
3

3
' =

（1）16 （2）1 （3）36

（4）9 （5）-11 （6）8

（1）8-4*a=8-4*(-2)=8+8=16

（2）
a
2

2
2

1- =-
-

=
] g

（3）-6*a*b=-6*(-2)*3=36

（4）(-b)2=(-3)2=(-3)*(-3)=9

（5）a2-5*b =(-2)2-5*3 

 =(-2)*(-2)-5*3 

=4-15=-11

（6）(-a)2+4 ={-(-2)}2+4 

 =22+4 

 =4+4 

=8

（1）長方形の縦の長さと横の長さの差　単位 cm

（2）長方形の面積　単位 cm2

（3）長方形の周の長さ　単位 cm

（2）ab=a*bで，縦*横となるので，長方形

の面積を表します。

（3）2(a+b)=(a+b)*2で，縦の長さと横の長さの和

を 2倍したものなので，長方形の周の長さを表します。

4

解き方

5

解き方解き方

6

解き方

本文 p.13-14
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2節 式の計算  3節 文字と式の利用

4節 関係を表す式

p.16-17  Step 2

（1）項 5x，9　　　係数（5xの係数は）5
（2）項-x，-8　 係数（-xの係数は）-1

文字をふくむ項のうち，数の部分が係数で

す。

（2）-x=(-1)*xより，係数は-1です。

（1）10x （2）x

（3）-6x （4）-3x-1

（1）(3+7)x=10x

（2）(9-8)x=x

1xと書かないように注意しましょう。

（3）(-4+6-8)x=-6x

（4）2x+6-5x-7 =2x-5x+6-7 

=-3x-1

（1）-32x （2）2y

（3）-24x-32 （4）-36x-9

（5）3a+2 （6）-2x+3

（7）6x+2 （8）-3y+18

（1）文字をふくむ項に数をかけるときは，係

数にその数をかけます。

4*x*(-8) =4*(-8)*x 

=-32x

（2）文字をふくむ項を数でわるときは，係数をその数

でわるか，わる数の逆数をかけます。
y y
7
14

7
14 #

-
-

=
-

-] g

=2y

または， y y14
7
1

14
7
1

# # #- - = - -] c ] cg m g m

=2y

（3）項が 2つの 1次式に数をかけるときは，分配法則

a(b+c)=ab+acを使います。

8*{(-3x)+(-4)} =8*(-3x)+8*(-4) 

=-24x-32

（4）(12x+3)*(-3) =12x*(-3)+3*(-3) 

=-36x-9

1

解き方

2

解き方

3

解き方

（5）項が 2つの 1次式を数でわるときは，

b c a
a
b c

a
b

a
c

'+ =
+
= +] g  を使います。

a a
8

24 16
8
24

8
16+

= +

=3a+2

（6） x x
5

10 15
5

10
5
15

-
-

=
-
-
-

=-2x+3

（7） x x
5

3 1 10
5

3 1 10

1

2

# #+
=

+] ]g g

=(3x+1)*2

=6x+2

（8）
y y

4
12 6

4
12 6

1

3

# #- -
=
- -] ] ] ]g g g g

=-3*(y-6)

=-3y+18

（1）和 12x-10 差-2x+6

（2）和-b+8 差-13b-6

式の和や差を求めるときは，式にかっこを

つけて考えます。

（1）和…(5x-2)+(7x-8) =5x-2+7x-8 

=5x+7x-2-8 

=12x-10

差…(5x-2)-(7x-8) =5x-2-7x+8 

=5x-7x-2+8 

=-2x+6

（2）和…(-7b+1)+(6b+7) =-7b+1+6b+7 

=-7b+6b+1+7 

=-b+8

差…(-7b+1)-(6b+7) =-7b+1-6b-7 

=-7b-6b+1-7 

=-13b-6

4

解き方

本文 p.16
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（1）x-1 （2）-9x+15

（3）14x+7 （4）-7y+26

（5）x+1.2 （6）2x-4

（1）(5x-3)+(2-4x) =5x-3+2-4x 

=5x-4x-3+2 

=x-1

（2）(-x+9)-(8x-6) =-x+9-8x+6 

=-x-8x+9+6 

=-9x+15

（3）分配法則を使って，かっこをはずしてから計算し

ます。

2(x-1)+3(4x+3) =2x-2+12x+9 

=2x+12x-2+9 

=14x+7

（4）-6(y-3)-(y-8) =-6y+18-y+8 

=-6y-y+18+8 

=-7y+26

（5）　(0.4x+0.7)-(-0.6x-0.5)

=0.4x+0.7+0.6x+0.5

=0.4x+0.6x+0.7+0.5

=x+1.2

（6）約分に気をつけてかっこをはずします。

x x x x
3
1
9 3

4
1
4 12 3 1 3- - + = - - -] ]g g

=3x-x-1-3

=2x-4

（1）45個 （2）5(n-1)（個）

（2）1辺に並ぶマグネットの数を具体的な数

で考えて式を立て，その数を文字に置きかえます。

たとえば，1辺に 5個並べるとき， のマグネット

の個数は，

5-1=4（個）

正五角形なので，全体の個数は，

4*5=20（個）

よって，1辺に n個並べるとき， のマグネット

の個数は，

n-1（個）

正五角形なので，全体の個数は，

(n-1)*5=5(n-1)（個）

5

解き方

6

解き方

4個

n-1（個）

（1）80a+5b=840

（2）y+12=2(x+12)

（3）2(a+b)Zc

（4）4x+5<3(y-2)

（1）鉛筆の代金とノートの代金は，

80*a+b*5=80a+5b（円）

代金が 840円と等しいので，

80a+5b=840

（2）12年後のあつしさんとお父さんの年齢は，

あつしさん…x+12（歳）

お父さん…y+12（歳）

お父さんの年齢とあつしさんの年齢の 2倍が等しい

ので，

y+12=(x+12)*2

y+12=2(x+12)

（3）縦 a cm，横 b cmの長方形

の周の長さは，

(a+b)*2=2(a+b)（cm）

周の長さは c cm以上なので，

2(a+b)Zc

（4）ある数 xの 4倍に 5を加えた数は，

x*4+5=4x+5……①

ある数 yから 2をひいてそれを 3倍した数は，

(y-2)*3=3(y-2)……②

①は②より小さくなるので，

4x+5<3(y-2)

7

解き方

bcm

acm
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p.18-19  Step 3

（1）ay2　（2）-2(a-b)　（3） b
c

4
8

- 　

（4）-6*x*x*y　（5）(3*a+b)/4　
（6）a*b/2-5*c*c

（1）4x+150（g）　（2）0.7y（円）（ y
10
7 （円））

（3）a
b
02

- （m）（100a-5b（cm））

（1）ノート 5冊分と筆箱 1個分の代金
（2） ノート 1冊と筆箱 1個を 1組としたときの，

3組分の代金
（1）6　（2）40　（3）-18

（1）項 7x，-2　係数 7　（2）項-6，y　係数 1

（1）6x　（2） y
7
4 　（3）6a　（4）-24y　（5）27x-15

（6）8a　（7）-2x+1　（8）-6x+24　
（9）-5y-10　（10）-16a-3

（1）12個　（2）2n+2（個）

（1） ab 30
2
1

= 　（2）3x+2y<500

解き方

文字を使った式では，記号*，/を省いて書きます。

（1）1ay2と書かないようにします。

（5）3*a+bにかっこをつけます。

（1）x*4+150=4x+150（g）

（2）30%引き…1-0.3=0.7　

y*0.7=0.7y（円）または，0.7を分数
10
7 で表して，

. .y y y y0 7 0 7
10
7

10
7

# #= = = （円）

としてもよいです。

（3）長さの単位をそろえます。

1cmは，
100
1

1
100
1

# = （m）より，

bcmは， b
b

100
1

100
# = （m）

よって，a b
a

b
100

5
20

#- = - （m）

または，1mは，100*1=100（cm）より，

amは，100*a=100a（cm）

よって，100a-b*5=100a-5b（cm）

（1）x円*5冊+y円*1個（円）

（2）(x+y)*3と考えます。（x円+y円）*3組（円）

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

式に文字 a，b の値をそれぞれ代入します。負の

数を代入するときは，かっこをつけます。

（1）(-2)+2*4=-2+8=6

（2）-5*(-2)*4=40

（3）-3*(-2)-6*4=6-24=-18

（2）文字の前に数字がないとき，係数は 1です。

（1）文字の部分が同じ項どうしは，分配法則

ac+bc=(a+b)c を使って，1 つの項にまとめま

す。

（4）項が 1つの 1次式*数…係数にその数をかけま

す。

　4y*(-6)=4*(-6)*y=-24y

（5）項が 2つの 1次式*数…1次式の各項にその数

をかけます。

　3*9x+3*(-5)=27x-15

（7）項が 2つの 1次式/数…1次式の各項をその数

でわります。

　16x/(-8)+(-8)/(-8)=-2x+1

（8） x
x x

3
2 8 9

2 8 3 6 24
#

#
- -

= - - =- +
] ]

] ]
g g

g g

（9）1次式の減法は，ひく式の各項の符号を変えて

加えます。

　(y-2)-(6y+8)=y-2-6y-8=-5y-10

（10）5(a-6)-3(7a-9) =5a-30-21a+27 

=-16a-3

（2）図 1より，

n*2+2=2n+2（個）

図 2より，

(n-2)*2+6=2n+2（個）

図 3より，

(n+3)*2-4=2n+2（個）

のように，いろいろな考え

方ができます。

（1）三角形の面積は，（底辺）*（高さ）/2

a b ab2
2
1

# ' = （cm2）

三角形の面積が 30cm2と等しいので，

　 ab
2
1

30=

（2）代金の合計は，x*3+y*2=3x+2y（円）

代金の合計が 500円よりも安いので，

　3x+2y<500

4

5

6

7 n個

n-2（個）

3個

n個

図 1

図 2

図 3

8
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3章 １次方程式

1節 方程式  2節 1次方程式の解き方

p.21-22  Step 2

㋑，㋓
各式に解 x=6を代入します。

㋐左辺  =-2*6+18 

=-12+18 

=6

右辺  =4*6-12 

=24-12 

=12　となり，等式は成り立たない。

㋑左辺
2
1
6 9#= +

=3+9

=12

右辺  =2*6 

=12　となり，等式は成り立つ。

㋒左辺
3
5
6 2#= -

=10-2

=8

右辺
6
5
6 7#= +

=5+7

=12　となり，等式は成り立たない。

㋓左辺  =5*6-3=30-3 

=27

右辺  =-2*6+39=-12+39 

=27　となり，等式は成り立つ。

（1）1㋐　2㋓	 （2）1㋒　2㋑　3㋓
（1）1前式の両辺に 5をたしています。

2前式の両辺を 4でわっています。

（2）1前式の両辺に 6をかけています。

2前式の両辺から xをひいています。

3前式の両辺を-4でわっています。

注意（1）1は，「-5をひいた」と考えて㋑と答えて
も，まちがいとはいえません。他も同様で，㋐は
㋑，㋑は㋐，㋒は㋓，㋓は㋒と答えても，まちが
いではありません。

1

解き方

2

解き方

（1）x=9 （2）x=12

（3）x=-6 （4）x=-32

（5）x=-2 （6）x=-3

（7）x=1 （8）y=-3

1次方程式を解く手順を覚えて解きます。

1 文字 xをふくむ項はすべて左辺に，数だけの項は

すべて右辺に移項する。

2両辺を計算して，ax=bの形にする。

3両辺を xの係数でわる。

（1）x-2=7

x=7+2

x=9

（2）　3x=36

x
3
3

3
36

=

x=12

（3）   -7x=42

x
7
7

7
42

=
-
-

-

x=-6

（4）  　 x 4
8
1
=-

x
8
1

8 4 8# #=-

x=-32

（5）5x+6=-4

5x=-4-6

5x=-10

x=-2

（6）　　3x=12+7x

3x-7x=12

-4x=12

x=-3

（7）   -x+9=6+2x

-x-2x=6-9

-3x=-3

x=1

（8）7y-3+2y=-30

7y+2y=-30+3

9y=-27

y=-3

3

解き方

-2を右辺に移項する

両辺を 3でわる

両辺を-7でわる

両辺に 8をかける

6を右辺に移項する

両辺を 5でわる

7xを左辺に移項する

両辺を-4でわる

9を右辺に，
2xを左辺に移項する

両辺を-3でわる

-3を右辺に移項する

両辺を 9でわる

本文 p.21
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（1）x=-1 （2）x=2

（3）x=-7 （4）x=4

かっこがある方程式は，分配法則を使って

かっこをはずしてから解きます。

（1）2x-(3x-4)=5

2x-3x+4=5

2x-3x=5-4

-x=1

x=-1

（2）2(x+7)-(10-x)=5x

2x+14-10+x=5x

2x+x-5x=-14+10

-2x=-4

x=2

（3）x-5(x+4)=8

x-5x-20=8

x-5x=8+20

-4x=28

x=-7

（4） 3(-4-5x)=-9(3x-4)

-12-15x=-27x+36

-15x+27x=36+12

12x=48

x=4

（1）x=3 （2）x=-7 （3）y=6

（4）x=6 （5）b=10 （6）x
5
2

=-

係数に小数がある方程式は両辺に 10や 100

などをかけて，係数に分数がある方程式は両辺に分

母の最小公倍数をかけて，係数を整数になおすと解

きやすくなります。
（1）両辺に 10をかけると， 

7x-13=8

7x=8+13

7x=21

x=3

（2）両辺に 10をかけると，

3x-15=8x+20

3x-8x=20+15

-5x=35

x=-7

4

解き方

分配法則を使って，
かっこをはずす

分配法則を使って，
かっこをはずす

分配法則を使って，
かっこをはずす

分配法則を使って，
かっこをはずす

5

解き方

（3）両辺に 100をかけると，

5y+20=9y-4

5y-9y=-4-20

-4y=-24

y=6

（4）両辺に分母の最小公倍数 4をかけると，

x
4
3

2 4
2
5
4# #- =c m

3x-8=10

3x=10+8

3x=18

x=6

（5）両辺に分母の最小公倍数 15をかけると，

b b
5
1

3
2

15
3
1

2 15# #- = -c cm m

3b-10=5b-30

3b-5b=-30+10

-2b=-20

b=10

（6）両辺に分母の最小公倍数 6をかけると，
x

x
3

2 1
6

2
3

6# #
-

=c m

2(2x-1)=9x

4x-2=9x

4x-9x=2

-5x=2

x
5
2

=-

（1）x=18 （2）x=56

（3）x=13 （4）x=3

比例式は，比の性質「a：b=c：dならば，

ad=bc」を使って解きます。

（3）(x-5)*5=20*2

5x-25=40

5x=40+25

5x=65

x=13

（4）x
2
4 6 1# #=

2x=6

x=3

6

解き方
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3節 1次方程式の利用

p.24-25  Step 2

-1

ある数を x とすると，ある数の 5倍から 2

をひいた数は 5x-2

もとの数の 2倍の数 2xより 5小さくなるのだから，

5x-2=2x-5

5x-2x=-5+2

3x=-3

x=-1

りんご 5個 もも 18個
りんごの個数を x個とすると，ももの個数

は (23-x)個と表せます。

りんごの
代金

+
ももの
代金

+ かご代 =
代金の
合計

160x　　+200(23-x)+　 600 　=　 5000

160x+4600-200x+600=5000

160x-200x=5000-4600-600

-40x=-200

x=5

したがって，りんごが 5個だから，ももの個数は，

23-5=18（個）

別解

ももの個数を x個とすると，りんごの個数は

(23-x)個と表せます。

　160(23-x)+200x+600=5000

　3680-160x+200x+600=5000

　-160x+200x=5000-3680-600

　40x=720

　x=18

したがって，ももが 18個だから，りんごの個数は，

　23-18=5（個）

1

解き方

2

解き方

りんごの代金
160╳x

ももの代金
200╳(23-x)

代金の合計 5000

かご代
600

（1）11人 （2）37個
（1）子どもの人数を x人とすると，みかんの

個数は，2通りの方法で表せます。

2個ずつ　

配るとき
　　　　　

4個ずつ

配るとき

1人に 2個ずつ配ると 15個余ることから，みかんの

個数は，2x+15（個）　……1

1人に 4個ずつ配ると 7個たりないことから，みかん

の個数は，4x-7（個）　……2

式1，2は等しい関係にある数量だから，

2x+15=4x-7

2x-4x=-7-15

-2x=-22

x=11

（2）式1，2はみかんの個数を表す式だから，

どちらかの式に x=11を代入します。

1に代入すると，2*11+15=37（個）

（2に代入すると，4*11-7=37（個））

長いす16脚 生徒84人
長いすの数を x脚とすると，生徒の人数は

2通りの方法で表せます。

1脚に 5人ずつ座ると，4人が座れないことから，生

徒の人数は，5x+4（人）　……1

1脚に 6人ずつ座ると，長いすが 2脚余ったことから，

6人ずつ座っている長いすの数は (x-2)脚と表せる

ので，生徒の人数は，6(x-2)（人）　……2

式1，2は等しい関係にある数量だから，

5x+4=6(x-2)

5x+4=6x-12

5x-6x=-12-4

-x=-16

x=16

式1，2は生徒の人数を表す式だから，どちらかの

式に x=16を代入します。

1に代入すると，5*16+4=84（人）

（2に代入すると，6*(16-2)=84（人））

3

解き方

みかんの個数 7

4x

2x

みかんの個数

15

4

解き方
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28分
兄が家を出発してから駅に着くまでにか

かった時間を x分とします。
Aさん 兄

道のり（m） 70(12+x) 100x

速さ（m/min） 70 100

時間（min） 12+x x

Aさんが家から駅まで歩くのにかかった時間は

12+x（分）だから，Aさんが歩いた道のりは，

70(12+x)（m）　……1

また，兄が歩いた道のりは，100x（m）　……2

式1，2は等しい関係にある数量だから，

70(12+x)=100x

840+70x=100x

70x-100x=-840

-30x=-840

x=28

3km

地点 A，P間の道のりを xkmとすると，地

点 P，B間の道のりは 12-x（km）
A，P間 P，B間

道のり（km） x 12-x

速さ（km/h） 6 3

時間（h） x
6

x12
3
-

地点 A，P間を歩くのにかかった時間は， x
6
時間

地点 P，B間を歩くのにかかった時間は， x
3

12- 時間

全部で3
60
30 時間かかったので，

x x
6 3

12
3
60
30

+
-

=

x x
6 3

12
2
7

+
-

=

x+2(12-x)=21

x+24-2x=21

x-2x=21-24

-x=-3

x=3

5

解き方

6

解き方

5年前
今から x年後とすると，

x年後の Aさんの年齢は，13+x（歳）

x年後の Bさんの年齢は，45+x（歳）

x年後の Bさんの年齢が Aさんの年齢の 5倍に等し

いから，

45+x=5(13+x)

45+x=65+5x

x-5x=65-45

-4x=20

x=-5

※「-5年後」は，「5年前」と同じ意味。

4L

水を xL移すとすると，

水を移した後の水槽 Aには，16-x（L），

水を移した後の水槽 Bには，16+x（L）の水が入って

います。

水槽 A と B に入っているかさの比が 3：5 になるの

だから，

(16-x)：(16+x)=3：5

5(16-x)=3(16+x)

80-5x=48+3x

-5x-3x=48-80

-8x=-32

x=4

7

解き方

8

解き方

A

B

A

B

16L

16L

16-x（L）

16+x（L）
xL

xL

❸

❺
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p.26-27  Step 3

㋒，㋔
（1）-7を右辺に移項　（2）10xを左辺に移項
（1）x=-2　（2）x=-5　（3）x=3　（4）x=4

（5）x=9　（6）x
5
48

= 　（7）x=3　（8）x=30

（1）x=27　（2）x=24　（3）x=7

クラスの人数を x人とすると，
　500x+1500=600x-2300

これを解くと，x=38　　　　　答　38人
地点 Aから地点 Bまでの道のりを xkmとす

ると， x x
5 60

45
8
= -

これを解くと，x=10　　　　　答　10km

ふくろ Aからふくろ Bに x個移すとすると，
　(30-x)：(30+x)=5：7

これを解くと，x=5　　　　　　答　5個

解き方

各式に x=-2 を代入して等式が成り立つかどう

か調べます。㋑，㋓は方程式ではないので注意し
ましょう。

㋐　左辺=3*(-2)-5=-11

㋒　左辺=(-2)+2=0

㋔　左辺=-(-2)-6=-4

　　右辺=5*(-2)+6=-4

符号を変えて他方の辺に移った項を探します。

（4）-8x+20=12-6x

-8x+6x=12-20

-2x=-8

x=4

（6）9(x-5)-4(x+3)=-9

9x-45-4x-12=-9

9x-4x=-9+45+12

5x=48

x
5
48

=

（7）両辺に 10をかけると， 

　5x-13=10x-28

5x-10x=-28+13

-5x=-15

x=3

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3
20を右辺に，
-6xを左辺に移項する

両辺を-2でわる

分配法則を使って，
かっこをはずす

（8）両辺に分母の最小公

倍数 20をかけると，
　5x-40=4x-10

5x-4x=-10+40

x=30

比例式は，比の性質「a：b=c：dならば，

ad=bc」を使って解きます。

（1）2x=18*3 

x=27

（2）5(x-6)=15*6 

5x-30=90

5x=120

x=24

クラスの人数を x人とすると，費用は 2通りの方

法で表せます。

1人 500円ずつ集めると，必要な費用にはあと

1500円必要なのだから，500x+1500（円）  ……1

1人 600円ずつ集めると，必要な費用よりも 2300

円多かったのだから，600x-2300（円）　……2

式1，2は等しい関係にある数量だから，

　500x+1500=600x-2300

-100x=-3800

x=38

地点Aから地点Bまでの道のりををxkmとします。
走ったとき 歩いたとき

道のり（km） x x

速さ（km/h） 8 5

時間（h） x
8

x
5

時速 8kmで走ったときにかかった x
8
時間は，時

速 5kmで歩いたときにかかった x
5
時間よりも 45

分短いので，

　 x x
8 5 60

45
= -

　 x x
8 5 4

3
= -

　5x=8x-30

x=10

ふくろ Aからふくろ Bにあめを x個移すとすると，

移したあとのふくろ A のあめの数は 30-x（個），

ふくろ Bのあめの数は 30+x（個）になります。

ふくろ Aとふくろ Bに入っているあめの個数の比

が 5：7になるのだから，

　(30-x)：(30+x)=5：7

7(30-x)=5(30+x)

210-7x=150+5x

-12x=-60

x=5

4

（3）x
2
8 4 7# #=

4x=28

x=7

5

6

7

本文 p.26-27
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4章 量の変化と比例，反比例

1節 量の変化  2節 比例

p.29-31  Step 2

（1）○	 （2）○	 （3）*

（1）50cmのひもなので，切った長さが決ま

れば，残りの長さは 1つに決まります。式にすると，

y=50-xとなります。

（2）3本買うので，1本の値段が決まれば，代金は 1つ

に決まります。式にすると，y=3xとなります。

（3）身長が決まっても，体重は個人個人で異なるので，

体重は身長の関数ではありません。

（1）㋐10　㋑30 （2）15分後
（3）0XxX15 （4）0XyX30

（1）1分間に 2Lの水が入るから，

5分間では，2*5=10（L）

15分間では，2*15=30（L）

（2）この水槽は最大で 30L入るので，1分間に 2L ず

つ水を入れると，満水になるのは，

30/2=15（分後）

（3）xの変域は，0以上 15以下のすべての数だから，

0XxX15

（4）yの変域は，0以上 30以下のすべての数だから，

0XyX30

（1）式 y=0.5x 比例定数 0.5

（2）式 y=0.015x（またはy x
200
3

= ）
比例定数 0.015（または 2003 ）
（1）1分間に 0.5m3 の水が入るから，x分間

では，0.5*x（m3）の水が入ります。

したがって，y=0.5x

（2）100gで 1.5cmのびるから，1gでは，

1.5/100=0.015（cm）のびます。

したがって，xgのおもりをつるしたとき，

0.015*x（cm）ばねがのびるから，y=0.015x

1

解き方

2

解き方

3

解き方

（1） x -3 -2 -1 0 1 2

y -9 -6 -3 0 3 6

比例定数 3

（2） x -3 -2 -1 0 1 2

y 1
3
2

3
1 0

3
1-

3
2-

比例定数
3
1

-

yが xに比例するとき，
x
y の値は一定で，

比例定数 aに等しい。

（1）x=-1のとき，y=-3だから，

比例定数は，
1
3

3
-
-
=

（2）x=-1のとき，y
3
1

= だから，

比例定数は，
3
1

-

A(3，5) B(-5，1) C(-2，-2)

D(4，-5) E(5，3) O(0，0)

各点から x軸，y軸に垂直な直線をひきます。

x軸と交わったところが x座標，y軸と交わったとこ

ろが y座標です。たとえば，点 Aは下の図のように，

点 Aから x軸，

y軸に垂直な直線

をひき，x軸上の

3 と y軸上の 5 を

組み合わせて

(3，5)と表します。

点Oは原点だから，

(0，0)と表します。

（右の図）

（1）点 F(-4，5)は，

原点 Oから左に 4，

上に 5進んだ点で

す。x座標と y座

標を逆にして点をとらないように注意します。

（3）y座標が 0の点は，x軸上にあります。

（4）x座標が 0の点は，y軸上にあります。

4

解き方

5

解き方

O

Ay

x1

1 2 3 4 5

2
3
4
5

-1
-1-2-3-4-5

-2
-3
-4
-5

6

G2

O

y

x
2 4

2

4

-2-4

-2

-4

F1

H3

I4

解き方

本文 p.29-30

校　了

20/11/25　　　　� 中ズバリ数学　大日本図書 1年　解答



15

比例のグラフは，原点とそれ以外の 1 つの

点を決めて，それらを通る直線をひきます。このと

き，もう 1 つの点は，x座標も y座標も整数である

点にします。

（1）y=xは，xの値が 1増加すると，yの値は 1増加

します。点 (1，1)，点 (2，2)，……を通るから，た

とえば，原点 O(0，0)と (1，1)を通る直線をかきま

す。

（2）y x
2
1

= は，xの値が 2増加すると，yの値は 1増

加します。点 (2，1)や点 (4，2)などを通ります。

（3）y=-3x は，x の値が 1増加すると，y の値は 3

減少します。点 (1，-3)や点 (2，-6)などを通りま

す。

（4）y x
3
2

=- は，xの値が 3増加すると，yの値は 2

減少します。点 (3，-2)や点 (6，-4)などを通りま

す。

（1）y=-2x （2）y=4x

yは xに比例するから，比例定数を aとす

ると，y=axと表されます。

（1）y=axに x=5，y=-10を代入すると，

-10=a*5

5a=-10

a=-2

だから，y=-2x

（2）y=axに x=-4，y=-16を代入すると，

-16=a*(-4)

-4a=-16

a=4

だから，y=4x

7

O

y

x
2 4

2

4

-2-4

-2

-4

1

2

3

4

解き方

8

解き方

（1）y=2x （2）y x
3
1

=

（3）y x
1
2

=-  （4）y=-x

比例のグラフだから，比例定数をaとすると，

y=axと表すことができます。x座標も y座標も整

数である点を見つけて，比例定数を求めます。

（1）点 (1，2) を通っ て い る か ら，y=ax に x=1，

y=2を代入します。

2=a*1

a=2

よって，y=2x

（2）点 (3，1) を通っ て い る か ら，y=ax に x=3，

y=1を代入すると，

1=a*3

a
3
1

=

よって，y x
3
1

=

（3）点 (2，-1) を通っているから，y=ax に x=2，

y=-1を代入します。

-1=a*2

a
2
1

=-

よって，y x
2
1

=-

（4）点 (-1，1)を通っているから，y=axに x=-1，

y=1を代入します。

1=a*(-1)

a=-1　

よって，y=-x

※直線が通る原点以外の点であれば，解き方で示し

ている座標でなくてもよいです。たとえば，（1）のグ

ラフでは，点 (2，4)も通っているので，y=axに

x=2，y=4を代入して，

4=a*2

a=2

よって，y=2xとなります。

9

解き方

本文 p.31
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3節 反比例  4節 関数の利用

p.33-35  Step 2

（1）㋐80	 ㋑48

（2）式 y
x
1200

=  比例定数 1200

（1）かかる時間は，

（砂場に入れる砂全体の重さ）/（毎分入れる砂の重さ）

㋐1200/15=80（分） ㋑1200/25=48（分）

（2）xと yの関係が y
x
a= で表されるとき，yは xに

反比例するといい，このときの aが比例定数です。

㋒，㋓
yが xの関数で，変数 xと yの関係が，

y
x
a= で表されるとき，yは xに反比例していると

いえます。

㋐ x x
6 6

1
= より，y x

6
1

= となるので比例しています。

（1）（順に）y
x
40

= ，〇，40

（2）（順に）y
x
150

= ，〇，150

（3）（順に）y=900-x，*

（1）（底辺）*（高さ）/2=（三角形の面積）

x*y/2=20

xy=40

y
x
40=

（2）（時間）=（道のり）/（速さ）

y=150/x

y
x
150

=

（3）（残りの量）=（もとの量）-（飲んだ量）です。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

4

O

y

x
2 4

2

4

-2-4

-2

-4

1

1

2
2

対応する x，yの値の組を座標とする点をい

くつかとり，それらの点を通るなめらかな曲線をか

きます。

（1）点 (2，6)，(3，4)，(4，3)，(6，2)をとって，x>0

の部分のグラフをかきます。次に，点 (-2，-6)，

(-3，-4)，(-4，-3)，(-6，-2)をとって，

x<0の部分のグラフをかきます。

（2）点 (1，-3)，(2，-1.5)，(3，-1)，(6，-0.5)

をとって，x>0の部分のグラフをかきます。次に，

(-1，3)，(-2，1.5)，(-3，1)，(-6，0.5)をとっ

て，x<0の部分のグラフをかきます。

（1）㋑ （2）㋒
（3）㋓ （4）㋐

（1）～（4）の式に x=2を代入してみると，y

の値はそれぞれ，（1）y=1，（2）y=-1，（3）y=-2，

（4）y=2となるので，それぞれの値に対応するグラフ

を選びます。

（1）y
x
10

=  （2）y
x
12

=-

y が x に反比例するから，比例定数を a と

すると，y
x
a

= と表されます。

（1）y
x
a

= に x=2，y=5を代入すると，

a
5

2
=

a=10　だから，y
x
10

=

（2）y
x
a

= に x=-3，y=4を代入すると，

a
4

3
=
-

a=-12　だから，y
x
12

=-

（1）y
x
18

=-

（2）
2
1 倍， 1

3
倍， 1

4
倍，……になる。

（1）反比例だから，比例定数を aとすると，

y
x
a

= と表されます。点 P(3，-6)を通るから，こ

の式に x=3，y=-6を代入して，
a

6
3

- =

a=-18　だから，y
x
18

=-

解き方

5

解き方

6

解き方

7

解き方

本文 p.33-34
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（1）y
x
5

=-  （2）y
x
6

=

ともに双曲線が通る点を見つけて，その点

の座標をもとにして比例定数を求めます。

（1）グラフより，点 (1，-5)，(5，-1)，(-1，5)，

(-5，1)などを通る双曲線であることがわかります。

たとえば，点 (1，-5)をもとに比例定数aを求めると，
a

5
1

- =

a=-5　だから，y
x
5

=-

（2）グラフより，点 (1，6)，(2，3)，(3，2)，(6，1)

などを通る双曲線であることがわかります。

たとえば，点 (2，3)をもとに比例定数 aを求めると，
a
2

3=

a=6　だから，y
x
6

=

（1）分速 60m （2）y=60x

（3）xの変域 0XxX20 yの変域 0XyX1200

（4）900m

（1）グラフより，10分間で 600m進んでいる

ことがわかるので，1分あたりでは，

600/10=60（m）となります。

（2）（1）で Aさんの歩いた速さがわかったので，y=60x

となります。

（3）学校から家までの道のりは 1200mだから，yの変

域は，0XyX1200となります。家に着くまでにかか

る時間は 20分だから，xの変域は，0XxX20

（4）y=60xに x=15を代入して，y=900

（1）y=5x

（2）xの変域 0XxX10 yの変域 0XyX50

（3）7cm

（1）（三角形の面積）=（底辺）*（高さ）/2

底辺は BP=x（cm），高さは AB=10（cm），面積は

y（cm2）だから，y=x*10/2より，y=5x

（2）点 P は B から C まで進むから，x の変域は 10 が

最大になります。よって，xの変域は，0XxX10

三角形 ABPの面積は，x=10のときに最大になるか

ら，y=5xに x=10を代入すると，y=50

よって，yの変域は，0XyX50

（3）y=5xに y=35を代入して解くと，x=7

8

解き方

9

解き方

10

解き方

p.36-37  Step 3

（1）㋐，㋑，㋒，㋓　（2）㋔，㋕　（3）㋑，㋓
（4）㋑，㋓，㋔
（1）式 y=3x　比例定数 3　

（2）式 y
x
80

= 　比例定数 80

（1）A（4，3）　B（0，5）　C（-3，-2）
（2）

（1）㋐ y=x　㋑ y
x
3

= 　㋒ y x
3
1

=- 　　

（2）

（1）y=-6x　（2）y
x
18

=- 　（3）y
2
3

=- 　

（4）y=15

（1）㋐ 0　㋑ 65　㋒ 130　㋓ 195　
（2）y=65x　（3）780m

（4）xの変域0XxX40　yの変域0XyX2600

解き方

（1）（2）y が x に比例する場合は，y=ax，y が x に

反比例する場合は，y
x
a= で表されます。

（3）y=ax のグラフは，比例定数が負の数のとき，

原点を通る右下がりの直線になります。

（4）xの値が負の数のとき，右下がりの直線または

曲線になるグラフを考えます。

（1）三角形の面積は，（底辺）*（高さ）/2で求めら

れるので，

　y=6*x/2

　y=3x

（2）時間は，（道のり）/（速さ）で求められるので，

　 y
x
80=

1

2

3

O

y

x2 4

2

4

-2-4
-2

-4

P

Q

R

4

12

3

3
O

y

x2 4

2

4

-2-4
-2

-4

5

6

1

22
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（1）各点から x軸，y軸に垂直な直線をひきます。

x軸と交わったところが x座標，y軸と交わった

ところが y座標です。

（2）原点 Oから x座標の分と，y座標の分だけそれ

ぞれ進んだ点をとります。

（1）㋐点 (1，1) を通るから，y=ax に x=1，y=1

を代入すると，1=a*1より，a=1

よって，y=x

㋑点 (1，3)を通るから，y
x
a

= に x=1，y=3を

代入して，

　 a
3

1
=

　a=3

よって，y
x
3

=

㋒点 (3，-1)を通るから，y=axに x=3，y=-1

を代入して，

　-1=a*3

a
3
1

=-

よって，y x
3
1

=-

（2）1 y x
3
4

= は，原点以外に点 (3，4)や点 (6，8)，

点 (-3，-4)などを通ります。

よって，原点とそれらを通る直線をかきます。

2 y=-5xは，原点以外に点 (1，-5)や

点 (-1，5)などを通ります。

よって，原点とそれらを通る直線をかきます。

3 y x
9

= は，点 (2，4.5)，(3，3)，(6，1.5)を

とって，x>0の部分のなめらかな曲線をかきます。

次に，(-2，-4.5)，(-3，-3)，(-6，-1.5)

をとって，x<0の部分のなめらかな曲線をかきま

す。

（1）yが xに比例するので，y=axに x=4，y=-24

を代入すると，

　-24=4a

a=-6

よって，y=-6x

3

4

5

（2）yが xに反比例するので，y
x
a

= に x=3，

y=-6を代入すると，

　 a
6

3
- =

a=-18

よって，y
x
18

=-

（3）y=axに x=4，y=2を代入すると，

　2=4a

a
2
1

=

よって，y x
2
1

=

y x
2
1

= に x=-3を代入して，

　y
2
1

3
2
3

#= - =-] g

（4）y
x
a

= に x=6，y=5を代入すると，

　 a
5

6
=

a=30

よって，y
x
30

=

y
x
30

= に x=2を代入して，

　y
2
30

15= =

（2）（道のり）=（速さ）*（時間）なので，y=65x と

表すことができます。

（3）（2）で求めた式に，x=12を代入すると，

　y=65*12

=780（m）

（4）2.6km=2600mより，yの変域は，

　0XyX2600

公園に着くまでにかかる時間は，

　2600/65=40（分）

よって，xの変域は，

　0XxX40

6
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5章 平面の図形

1節 平面図形とその調べ方  

p.39  Step 2

（1）交わらない （2）交わる
（1）線分には両端があり，直線は両方向に限

りなく延びたまっすぐな線です。

（2）半直線 DCなので，Cの方に延ばします。

AaABAC AbAABC

AcAACD AdAADC

Aa=ACAB，Ab=ACBA，AABD，

ADBA，Ac=ADCA，Ad=ACDA，AADB，

ABDAとしてもよいです。1点からひいた 2つの半

直線のつくる図形が角です。下の図のAfはAEFG，

AGFE，またはAFと表します。

（1）直線 n （2）90°

（3）弦 AC （4）2cm

（1）円と直線とが 1点で交わるとき，その直

線を円の接線といいます。円 Oと 1点で交わってい

るのは，直線 nです。

（2）円の接線は，その接点を通る半径に垂直なので，

AACDは 90°です。

（3）弦 ACは点 Oを通っているので，円 Oの直径です。

直径は，長さが最も長い弦なので，弦 ACは弦 BCよ

りも長くなります。

41

解き方

A
B

C
D

A
B

C
D

2

解き方

E

F
G

f

3

解き方

（4）次の図 1のように，ある点から直線に垂線をひい

たとき，その垂線の長さを「点と直線との距離」とい

います。

図 1

点 Oと直線 nとの距離は，点 Oから直線 nにひいた

垂線の長さです。直線 nは円 Oの接線であることか

ら，その垂線は円 Oの半径 OCに等しいことがわか

ります。

円 Oの直径は 4cmだから，半径は 2cm。

よって，点 Oと直線 nとの距離は 2cmです。

※平行線 l，m間の距離

次の図 2 のように，2直線 l，m が平行であるとき，

l上のどこに点をとっても，その点と直線 mとの距

離は一定です。

この一定の距離を「平行線 l，m間の距離」といいます。

図 2

中心角 144° 面積 10Ecm2

おうぎ形の中心角を x°とすると，弧の長さ

が 4Ecmだから，
x

2 5
360

4# #r r=

x=144

おうぎ形の面積は，

360
5 144 102# #r r= (cm2)

別解中心角 x°は，半径 5cmの円周の長さが

10Ecmであることから，

x 360
0
4
1

#
r
r

=

x=144

と，求めてもよいです。

点と直線との距離

l

平行線l，m間の距離

m

4

解き方

本文 p.39
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2節 図形と作図

p.41  Step 2

定規とコンパスだけを使って，作図します。

作図のときにかいた線は消さないようにしましょう。

垂直二等分線のかき方にしたがって，作図をしてい

きます。

作図例の手順

1点 Bを中心として，適

当な半径の円をかきます。

2 点 Cを中心として，1

と等しい半径の円をかき，

1との交点を P， Qとし

ます。

3直線 PQをひきます。

まず，OX，OY から等しい距離にある点の

集まりである，直線 l をひきます。この直線 l は，

AXOYの二等分線です。

次に，点 A，B から等しい距離にある点の集まりで

ある，直線 mをひきます。この直線 mは，線分 AB

の垂直二等分線です。

直線 l と直線 m の交点が，辺 OX，OY から距離が

等しく，点 A，Bからも距離が等しい点になります。

1 A

CB

解き方

A
P

Q

C
12

3

B

2

B

A

X

Y

C

O

解き方

作図例の手順

1 点 O を中心とする円をかき，辺 OX，OY との交

点をそれぞれ P，Qとします。

2 点 P，Qをぞれぞれ中心とし，半径が等しい円を

交わるようにかき，その交点を Rとします。

3半直線 ORをひいて，この直線を lとします。

4点 Aを中心として，適当な大きさの半径の円をか

きます。

5点 Bを中心として，4と等しい半径の円をかき，

それらの交点をそれぞれ S，Tとします。

6直線 STをひき，こ

の直線を mとします。

7直線 l と直線 m の

交点 Cをとります。

 

直線上にある点を通る垂線をかくときは，

角の二等分線の作図の考え方を使います。辺 BCを，

辺 BPと辺 CPでできた 180°の角と考えます。

作図例の手順

1 点 Pを中心とする円をかき，線分 BP，CPとの交

点をそれぞれ Q，Rとします。

2 点 Q，Rをそれぞれ

中心とし，半径が等し

い円を交わるようにか

き，その交点を Sとし

ます。

3直線 PSをひきます。

この直線 PS は 180°の角（ABPC）を二等分している

ので，辺 BCの垂線になっています。

B

A

X

Y

P

Q
R

T

S

C

O

1 2

3

4

5

6

7

l

m

3

A

B CP

解き方

A

B CPQ R

S

1

22

3
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点 Pを通る円 Oの接線は，円 Oの半径であ

る線分 OPの垂線になるので，点 Pを通る，直線 OP

の垂線をかきます。

作図例の手順

1 半直線 OPをひきます。

2 点 Pを中心とする円をかき，半直線 OPとの交点

をそれぞれ Q，Rとします。

3点 Q，Rをそれぞれ中心とし，半径が等しい円を

交わるようにかき，その交点を Sとします。

4直線 PSをひきます。

この直線 PSは，円 Oの円周上の点 Pを通り，直線

OPの垂線になっているので，円 Oの接線です。

正三角形の 1 つの角は 60°であることから，

30°の角の作図を考えます。

まず，正三角形を作図します。

4

P
O

解き方

S

P
Q

R
1

2

3

3

4

O

5

30°
O A

B

解き方

正三角形の作図例の手順

1 O，A を中心として，線

分 OA の長さを半径とする

円をそれぞれかき，交点の

1つを Pとする。

2 Oと Pを結ぶ。

この作図で，∠POA=60 °

が作図できました。Aと Pを結ぶと，正三角形が作

図できます。

30°の角の作図例の手順

1 A，Pを中心として，同じ半径の円をそれぞれかき，

交点の 1つを Bとする。

2半直線 OB をひく。正三角形の 1 つの角は 60°で

あるから，

∠POB=∠AOB=30°

別解 30°=90°-60°と考えます。

Oを通る線分 OAの垂線 OQを作図し，正三角形

OBQをつくると，AAOB=30°をつくることがで

きます。

P

AO

1 1

2

B

P

AO
30°

1

1
2

O A

B

Q
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3節 図形の移動

p.43  Step 2

（1）図形ウ　対称軸は線分 AE，
図形エ　対称軸は線分 CG

（2）図形イ，図形カ
（1）直線を軸として，裏返した図形を探しま

す。　　　　　　　　　　　

（2）対称軸を線分 CG とした場合，線分 AE とした場

合の 2通りの対称移動があります。

かき方

1線分 AA'が線分 PQと平行で，長さが等しくなる

ような点 A'をとります。

2点 B'，点 C'も1と同様にとります。

3点 A'，B'，C'を結んで，RA'B'C'をかきます。

RABCとRA'B'C'の対応する辺が，それぞれ平行に

なっています。

辺 ABF辺 A'B'，辺 BCF辺 B'C'，辺 CAF辺 C'A'

になっていることを確認しましょう。

41

解き方

1

E

A

ウ 1 G
エ

C

E

A

カ キ

イ

キ

1

キ

平行移動 対称移動

1

キ

GC

2
P

Q

A

B C

A'

B' C'

解き方

かき方

1線分 AO と線分 A'O の長さが等しく，AO から反

時回りのAAOA' が 90°になるように，点 A' をとり

ます。

21 と同様に，BO=B'O，ABOB'=90°になるよう

に，点 B'をとります。

31と同様に，CO=C'O，ACOC'=90°になるよう

に，点 C'をとります。

4点 A'，B'，C'を結んで，RA'B'C'をかきます。

かき方

1点 Aから直線 lに垂直な線をひき，lとの交点を

Pとします。

2直線 AP上に，AP=A'Pとなるような点 A'をとり

ます。

3 1と同様に，点 Bに対して点 Q，点 Cに対して点

Rをとります。

4 2と同様に，BQ=B'Qとなるような点B'，CR=C'R

となるような点 C'をとります。

5点 A'，B'，C'を結んで，RA'B'C'をかきます。

直線 lは線分 AA'，BB'，CC'とそれぞれ垂直になっ

ています。

lSAA'，lSBB'，lSCC'

3 OA

B A'

B'

C'
C

解き方

4

l

A P
Q

R

B

C

A'

B'

C'

解き方
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p.44-45  Step 3

（1）半直線　（2）弦　（3）lSm　（4）接線　（5）中点
（1）ABDO　（2）AAOB　（3）ADBO　（4）ABAO

（5）AABC

（1）弧の長さ 6Ecm　面積 15Ecm2

（2）中心角 210°　面積 84Ecm2

図形オ
（1） 

（2）

解き方

簡単な図をかいてみましょう。

（2）   （4）

答えはそれぞれ，以下のようにも表せます。

（1）AODB，AADO，AODA

（2）ABOA，AAOC，ACOA

（3）AOBD

（4）AOAB，ADAO，AOAD

（5）ACBA

（1）弧の長さは，2
360

5
216

6# #r r= (cm)

面積は， 5
360

1
216

52# #r r= (cm2)

（2）おうぎ形の中心角を x°とすると，弧の長さが

14Ecmだから，

1

2

3

4

5 A

B C

XO

Y

A

P

1

BA 弦 AB

2

3

x
2

360
1412# #r r=

x=210

おうぎ形の面積は，

360
12 210 842# #r r= (cm2)

1で，図形アは図形ウの位置に平行移動します。

2で，図形ウから図形カに回転移動します。

3で，図形カから図形オに対称移動します。

（1）点 Aを通る直線 BCの垂線をかきます。

作図例の手順

1辺 BCから，点 Bの方向に直線をのばします。

2点 Aを中心として，直線 BCと交わる円をかき，

交点をそれぞれ P，Qとします。

3点 P，Qをそれぞれ中心として，等しい半径の

円をかき，その交点を Rとします。

4直線 ARをひき，

直線 BCとの交点を

Sとしたときの線分

ASがRABC

の高さになり

ます。

（2）まず，下の図の1～3の手順で，AXOYの二

等分線をひきます。

次に，下の図の4～6 の手順で点 A を通る OX

の垂線をひきま

す。これら 2直

線の交点を P と

します。この点

P を中心として，

点 A を通る円を

かきます。

4

B

A

C

T

K

E

S

ア ウ

オ カ

L

D

U

J

F

H

I

G

1

2
3

5

1
2

33
4

A

BQ CP
S

R

1

2

3

4

5

6

X

P

O

Y

A
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6章 空間の図形

1節 空間にある立体  2節 空間にある図形

3節 立体のいろいろな見方

p.47-48  Step 2

（1）六面体 （2）七面体
（1）正四角柱は右の図のように

面の数が 6つの多面体なので，六面体

です。

（2）六角錐は右の図のように面の数が 7

つの多面体なので，七面体です。

（1）直線 AD，直線 AE，直線 BC，直線 BF

（2）平面 DHGC，平面 EFGH

（3）平面 AEHD，平面 BFGC

（4）直線 DH，直線 CG，直線 EH，直線 FG

（5）平面 BFGC，平面 AEHD，平面 DHGC

（1）交点が，点 A，B だから，点 A または点

Bを通る直線になります。

（2）直線 ABとは交わらない面

です。

（3）平面に交わる直線は，そ

の交点を通る平面上の 2直線

に垂直ならば，その平面に垂

直です。

・直線 ABS直線 AD，直線 ABS直線 AEだから，

　直線 ABS平面 AEHD

・直線 ABS直線 BC，直線 ABS直線 BFだから，

　直線 ABS平面 BFGC

（4）直線 ABと同じ平面上にな

い直線です。

（5）平面 AEFB は平面 ABCD

に垂直ではないので注意しま

しょう。

（1）平行 （2）垂直
（3）（例）辺 AG　何を表すか高さ

1

解き方

2

解き方

A D

C

GF

E

B
H

A D

C

GF

E

B
H

A D

C

GF

E

B
H

A D

C

GF

E

B
H

3

空間にある 2 つの平面の位置関係は，次の

㋐のように交わる場合と，㋑のように平行になる場
合のどちらかになります。

　　　　　　　　　　　　

（1）平面 ABCDEF と平面 GHIJKL は交わらない平面

だから，平行です。

（3）辺 AG，辺 BH，辺 CI，辺 DJ，辺 EK，辺 FLの長

さを，平行な 2平面 ABCDEFと GHIJKLの距離とい

います。この辺の長さは，六角柱の高さにあたります。

（1）㋑ （2）㋒ （3）㋐
直線 l を軸として，長方形を 1回転させる

と円柱に，直角三角形を 1回転させると円錐になり

ます。

（右の図）

投影図の上部には，立体

を正面から見たときの図（立面図），

下部には，立体を真上から見たと

きの図（平面図）を示します。

円柱
円柱は，正面から見ると長方形に，真上か

ら見ると円に見えます。

（右の図）
まず，どの面

を基準にするかを考え

ます。正三角錐なので，

底面は 1辺 1cmの正三

角形，側面は底辺 1cm，

残りの 2辺が 1.5cmの二等辺三角形をかきます。

4Ecm

円錐の展開図で，側面のおうぎ形の弧の長

さは，底面の円周の長さと同じになります。

（円周の長さ）=（直径）*E　だから，4Ecm

解き方

㋐交わる

P

Q

l

P//QQ

P
㋑平行

4

解き方

5

2cm
解き方

6

解き方

77

1cm

1.5cm 1.5cm

1.5cm 1.5cm

1.5cm 1.5cm

1cm 1cm解き方

8

解き方
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4節 立体の表面積と体積  
5節 図形の性質の利用

p.50-51  Step 2

（1）360cm2 （2）440cm2

（1）角柱の表面積は，2*（底面積）+（側面積）

で求められます。この三角柱の場合，

底面積は，
2
1
5 12 30# # = (cm2)

側面積は，10*(5+12+13)=300(cm2)

よって，表面積は，2*30+300=360(cm2)

（2）角錐の表面積は，（底面積）+（側面積）で求められ

ます。この正四角錐の場合は，

底面積は，10*10=100(cm2)

側面積は，
2
1
10 17 4 340# # # = (cm2)

よって，表面積は，100+340=440(cm2)

（1）弧の長さ 6Ecm 中心角 90°

（2）側面積 36Ecm2 表面積 45Ecm2

（1）円錐の場合，側面のおうぎ形の弧の長さ

と底面の円の円周の長さが等しいから，

弧の長さは，2*E*3=6E（cm）

また，側面のおうぎ形の半径と同じ半径の円の円周

の長さは 2*E*12=24E（cm）だから，中心角は，

360 90
24
6

#c c
r
r
=

（2）側面積は， 12
360
90

362# #r r= (cm2)

よって，表面積は，E*32+36E=45E(cm2)

（1）32cm3 （2）15Ecm3

（角錐，円錐の体積）=（底面積）*（高さ）*
3
1

で求めます。

（1）正四角錐の底面は正方形です。

よって，体積は，4 4 6
3
1

32# # # = (cm3)

（2）円錐の体積は， 3 5
3
1

152# # #r r= (cm3)

（1）200Ecm2 （2）320Ecm3

回転させてできる立体は，

底面の半径が 8cm，母線が 17cm，

高さが 15cmの円錐になります。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

4

解き方
17cm

15cm

8cm

（1）底面積は，E*82=64E(cm2)

側面積は， 1
2
2 8

1367
17

2# #
# #
# #r
r
r r= (cm2)

よって，表面積は，64E+136E=200E(cm2)

（2）（円錐の体積）=（底面積）*（高さ）*
3
1 であるから，

64 15
3
1

320# #r r= (cm3)

（1）表面積 64Ecm2 体積
3
256
rcm3

（2）表面積 108Ecm2 体積 144Ecm3

（1）直径が 8cm なので，この球の半径は，

4cmであることがわかります。

球の表面積 S は，半径を r とすると，S=4Er2 で求

められるから，

4*E*42=64E(cm2)

球の体積 Vは，半径を rとすると，V r
3
4 3r= で求

められるから，

3
4

4
3
2563# #r r= (cm3)

（2）半球は球の半分です。表面積を求めるときには，

球の表面積の半分に，切り口の円の面積を加えるの

を忘れないようにします。つまり，半球の表面積は，

（球の表面積）* 1
2

+（切り口の円の面積）で求められ

るから，

4 6
2
1

6 72 36 1082 2# # # #r r r r r+ = + = (cm2)

半球の体積は，球の体積を半分にして求められるから，

3
4

6
2
1

1443# # #r r= (cm3)

　

上の展開図で，点 Dから点 Fを結ぶ線は何

通りか考えられますが，今回は辺 AB上の点を通る

という条件があるので，上に示したような線分をか

きます。辺 ABとの交点が点 Pとなります。

5

解き方

6

B

C

C DA

D

GH

D

F G HEH

P

解き方
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p.52-53  Step 3

（1）㋐，㋒　（2）㋑　（3）㋒，㋓　（4）㋔
（1）三角柱　（2）円錐　（3）球
（1）平面 DHGC，平面 EFGH　
（2）直線 AE，直線 DH，直線 EF，直線 HG

（3）平面 ABCD，平面 AEFB，平面 DHGC，
平面 EFGH

132Ecm2

（1）80Ecm2　（2）288cm3

（1）表面積 324Ecm2　体積 972Ecm3

（2）表面積 60Ecm2　体積 64Ecm3

水の量 144cm3　xの値 2

解き方

（1）合同とは，ぴったり重ね合わせることのできる

2つの図形のことをいいます。

（4）どの方向から見ても同じ形の立体は球です。

上にかかれているのが，立体を正面から見た立面

図，下にかかれているのが，立体を真上から見た

平面図です。球は正面から見ても，真上から見て

も円です。

（2）直線 BCと同じ平面上になく，平行でもない直

線です。

（3）平面 AEHD に対し，垂直な直線をふくむ平面

を探します。

円錐の展開図は，右の図の

ようになります。

底面積は，

E*62=36E(cm2)

側面積は，
2 1
2

616
6
6

92# #
# #
# #r
r
r r= (cm2)

よって，表面積は，36E+96E=132E(cm2)

（1）円柱の表面積は，2*（底面積）+（側面積）で求

めます。側面積は，（円柱の高さ）*（底面の円周

の長さ）で求めます。これより，表面積は，

2*E*42+6*2E*4=80E(cm2)

（2）（角錐の体積）=（底面積）*（高さ）*
3
1 で求め

ます。この三角錐は，底面が，底辺 12cm，高さ

12cmの三角形で，高さが 12cmなので，

2
1
12 12 12

3
1

288# # # # = (cm3)

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4 16cm

6cm

5

（1）この回転体は半径 9cmの球になります。球の

表面積 Sは，半径を rとすると，S=4Er2で求め

られるから，4*E*92=324E(cm2)

球の体積 Vは，半径を rとすると，V r
3
4 3r= で

求められるから，

3
4

97293# #r r= (cm3)

（2）この回転体は，円錐と円柱を組み合わせたもの

になるので，下の図のようなの 2つの立体に分け

て考えるとわかりやすくなります。

この回転体の表面積は，次の

3つの部分の和になります。

1.円錐部分の側面積

2.円柱部分の側面積

3.円柱部分の底面積（1つ分）

円錐部分の側面積は，

2
2

5
5
4

202# #
# #
# #r
r
r r= (cm2)

円柱部分の側面積は，

3*2E*4=24E(cm2)

円柱部分の底面積は，

E*42=16E(cm2)

よって，表面積は，

20E+24E+16E=60E(cm2)

体積は，円錐部分と円柱部分の体積の和です。

円錐部分の体積は，

3
1

4 3 162# # #r r= (cm3)

円柱部分の体積は，

E*42*3=48E(cm3)

よって，求める体積は，

16E+48E=64E(cm3)

㋑から水の量（体積）が求められます。この水の部
分は，底面が底辺 9cm，高さ 8cm の三角形で，

高さ 12cmの三角錐なので，

2
1
9 8 12

3
1

144# # # # = (cm3)

㋐の水の部分は，底面が縦 8cm，横 9cm の長方

形で，高さ xcm の直方体です。㋐と㋑の水の量
は同じだから，

8*9*x=144

　　72x=144

　　　x=2

6

5cm3cm

4cm

4cm

3cm

7
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7章 データの分析

1節 データの分析  2節 データにもとづく確率

3節 データの利用

p.55  Step 2

（1）47点 （2）（下の表） （3）15点

（1）（範囲）=（最大値）-（最小値）より，デー

タの最大値は 95点，最小値は 48点であるから，

95-48=47（点）

よって，範囲は 47点です。

（3）55-40=15（点）より，それぞれの区間の幅は 15

点になっています。

（1）

（2）約56分 

（3）

（1）累積度数は，最小の階級から各階級まで

の度数の総和です。

（相対度数）=（階級
の度数）

（度数の合計）で求めます。

20分以上40分未満の階級の度数は 6人だから，

.
40

06 15=

1

得点（点） 度数（人）
以上　  未満
 40 ～ 55 (　 1 　)

 55 ～ 70 (　 3 　)

 70 ～ 85 (　 3 　)

 85 ～ 100 3
計 (　10　)

解き方

2 通勤時間
（分）

度数
（人）

累積度
数（人）

相対
度数

累積相
対度数

以上　未満
  0 ～ 20 2 2 0.05 0.05
20 ～ 40 6 (  8  ) ( 0.15 ) 0.20
40 ～ 60 16 ( 24 ) 0.40 ( 0.60 )
60 ～ 80 10 ( 34 ) 0.25 ( 0.85 )
80 ～100 6 40 ( 0.15 ) 1.00
計 40 1

（人）

（分）

16
14
12
10
8
6
4
2
0 0 20 40 60 80 100

解き方

累積相対度数は，最小の階級から各階級までの相対

度数の総和です。

最小の階級から，40分以上 60分未満の階級までの相

対度数を加えていくと，

0.05+0.15+0.40=0.60

（2）およその平均値は，

{（各階級の階級値*度数）の合計}/（全体の度数）

で計算します。

{(10*2)+(30*6)+(50*16)+(70*10)+(90*6)}/40

=2240/40=56（分）

（3）それぞれの階級の度数に注意してグラフをかきます。

（1）（右の表）
（2）0.17

（1）（1の目が出た相対度数）

=
（1の目が出た回数）
（投げた回数）

であるから，

19/100=0.19   → 0.19

34/200=0.17   → 0.17

84/500=0.168   → 0.17

169/1000=0.169   → 0.17

（2）さいころを投げる回数を多くすると，しだいに一

定の値に近づくと考えられるので，投げた回数のい

ちばん多い場合の相対度数を確率と考えます。

3 投げた
回数
（回）

1の目が
出た回数
（回）

相対度数

100 19 (  0.19  )

200 34 (  0.17  )

500 84 (  0.17  )

1000 169 (  0.17  )

解き方

本文 p.55
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p.56  Step 3

（1）2組 60分以上 90分未満　
　 1年全体 30分以上 60分未満
（2）2組 75分　1年全体 45分
（3）2組約 73.5分　1年全体約 63.75分
（4）

（5）2組のほうが，1年全体に比べて，家庭学習
時間が長いといえる。
（1）㋐0.43　㋑0.41　㋒0.42　
（2）裏が出る確率

解き方

（1）家庭学習時間を長さの順に並べたとき，2組は

20番目と 21番目，1年全体は 60番目と 61番目

がどの階級にふくまれるかを見ます。

（2）2組と 1年全体でそれぞれ，最大の度数をもつ

階級の階級値を求めます。

2組で最大の度数は 16 であるから，その階級値

75分が最頻値です。1年全体で最大の度数は 45

であるから，その階級値 45分が最頻値です。

（3）およその平均値は，

{（各階級の階級値*度数）の合計}/（全体の度数）

で計算します。

2組

{(15*4)+(45*8)+(75*16)+(105*10)

+(135*2)}/40

=2940/40=73.5（分）

1年全体

{(15*18)+(45*45)+(75*27)+(105*24)

+(135*6)}/120

=7650/120=63.75（分）

（4）相対度数を，階級ごとに（階級の度数）（度数の合計）で計算し，

グラフをかきます。

1

（分）0
0.05
0.10
0.15
0.20
0.25
0.30
0.35
0.40

30 60 90 120 1500

1年
全体 1年2組

家庭学習時間の相対度数

2

1

0分以上30分未満 .
40
4 0 10=

30分以上60分未満 .
40
8 0 20=

60分以上90分未満 .
40

016 40=

90分以上120分未満 .
40

010 25=

120分以上150分未満 .
40

02 05=

（5）（1）～（3）より，1年 2組のほうが中央値，最頻値，

およその平均値が大きいことがわかります。また，

（4）より，2組のほうが家庭学習時間が長い方に分

布が寄っているので，2組の生徒は 1年全体に比

べて，家庭学習時間が長いということがわかりま

す。

（1）（表が出た相対度数）=（表
が出た回数）

（投げた回数）
であるから，

㋐ .
400
17 0 432 = 　　

㋑ .
0

0 412
80
330 g= 　→ 0.41

㋒ .
00

0 41
12
500 6g= 　→ 0.42

（2）びんの王冠を投げる回数を多くすると，しだい

に，一定の値に近づくと考えられるので，投げた

回数のいちばん多い場合の相対度数を確率と考え

ます。

（1）より，表が出る確率は 0.42 と考えられます。

また，1200回投げて裏が出たのは 700回なので，

裏が出る確率は .
1200
700 0 583g= より，0.58と考え

られます。

2

本文 p.56
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